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○○○○ダムダムダムダム周辺部周辺部周辺部周辺部
種　名 備　考

魚類 カワムツ 渓流・渓谷
カワヨシノボリ 渓流・渓谷
タカハヤ 渓流・渓谷

両生類 ブチサンショウウオ 渓流・渓谷
カジカガエル 森林・渓流・渓谷
ニホンヒキガエル 森林
タゴガエル 森林

底生動物 カワニナ 渓流・渓谷
サワガニ 渓流・渓谷

は虫類 タカチホヘビ 森林
シロマダラ 森林

昆虫 ムカシトンボ 渓流
コオニヤンマ 渓流・渓谷
ダビドサナエ 渓流・渓谷
ヒメアカネ 湿地
キイトンボ 湿地
ゲンジボダル 渓流
オオミズスマシ 湿地・池沼
オオミドリシジミ 森林（落葉樹林）
イワワキオサムシ 森林

植物 サツマイナモリ 渓流・渓谷
イズミカンアオイ 森林
アケボノシュスラン 森林（渓谷）

※「槇尾川ダム地域の自然ガイド」等より抽出

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの自然環境調査自然環境調査自然環境調査自然環境調査でででで確認確認確認確認されたされたされたされた種種種種のののの例例例例

○○○○中流部中流部中流部中流部・・・・下流部下流部下流部下流部
種　名 備　考

魚類 タモロコ 桑原橋
ドジョウ 芦部・阪本
メダカ 桑原橋・芦部・阪本
オイカワ 桑原橋・芦部・阪本

両生類 ウシガエル 桑原橋・芦部
底生動物 ヒラマキガイモドキ 桑原橋

ヒメモノアラガイ 桑原橋・芦部
イボビル 桑原橋

昆虫 サホコカゲロウ 桑原橋・芦部・阪本
Hコカゲロウ 芦部・阪本
ヒメトビケラ属 桑原橋・芦部・阪本

植物 ムクノキ 桑原橋
エノキ 桑原橋
アラカシ 桑原橋

※「H20.2河川水辺環境調査」等より抽出
　槇尾川では、桑原橋・芦部・阪本・大川橋の４箇所で調査
　中流部・下流部として大川橋以外で確認された種を抽出



■■■■ダムダムダムダム建設前後建設前後建設前後建設前後のののの流況比較流況比較流況比較流況比較

最 大 豊 水 平 水 低 水 渇 水 年平均 年間流量 流出高 流域面積

（m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （m3/s） （msd） （mm） （km2）

0.932 0.058 0.028 0.013 0.009 0.061

100km2当たり 27.412 1.706 0.824 0.382 0.265 1.794

6.428 0.395 0.190 0.082 0.038 0.415

100km2当たり 26.772 1.645 0.791 0.342 0.158 1.728

9.670 0.595 0.285 0.121 0.047 0.622

100km2当たり 26.981 1.660 0.795 0.338 0.131 1.735

0.932 0.077 0.030 0.013 0.013 0.061

100km2当たり 27.412 2.265 0.882 0.382 0.382 1.794

6.428 0.389 0.176 0.134 0.095 0.414

100km2当たり 26.772 1.620 0.733 0.558 0.396 1.724

9.670 0.585 0.272 0.150 0.130 0.620

100km2当たり 26.981 1.632 0.759 0.419 0.363 1.730

226.888 546.962 35.84

226.395 545.774 35.84

22.441 570.265 3.40

150.944 543.172 24.01

CASE

神田橋地点

調
 
節
 
前

調
 
節
 
後

神田橋地点

ダム地点

大川橋地点

ダム地点

大川橋地点

年

流況（昭和53年度）

570.088

24.01

22.434 3.40

151.422 544.892
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ダムダムダムダム建設前後建設前後建設前後建設前後のののの流況比較流況比較流況比較流況比較
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東槇尾川

牛
滝
川 三林工区

Ｌ＝0.9km
横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

【局所改修】
Ｌ＝0.4km

中下流部

上流部

【局所改修】
・中下流部 Ｌ＝0.3km
・上流部 Ｌ＝0.03km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修区間

局所改修区間

堤防補強区間

改修不要

その他河川

河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋局所改修局所改修局所改修局所改修＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強＜＜＜＜ケースケースケースケース⑨⑨⑨⑨＞＞＞＞

【堤防補強】
Ｌ＝4.0km

L=0.73km対策延長局所
改修

3億円費用

L=0.7km改修延長上流
部 51億円費用

80+α億円費用合計

中下
流部

改修延長 L=2.2km

費用 26億円

ケース⑧対策後、下流区間でＨＷＬから天端までの
堤防補強を実施

※ただし、上流部(1.6km区間)で農地・道路の浸水
が残る

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強〕〕〕〕

河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策）））） ＋＋＋＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修 ＋＋＋＋ 下流堤防補強下流堤防補強下流堤防補強下流堤防補強

参考参考参考参考

ケースケースケースケース

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース



河川改修河川改修河川改修河川改修 ＋＋＋＋ ダムダムダムダム ＋＋＋＋ 堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強＜＜＜＜参考参考参考参考ケースケースケースケース＞＞＞＞
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横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

Ｌ＝1.2km Ｌ＝3.5km

Ｌ＝1.3km

中下流部

上流部

Ｌ＝0.2km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修 37億円
（26＋11＋α）

費用

上流部

70億円

L=4.0km
堤防補強
延長

中
下
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=2.2km

65ﾐﾘ

改修延長
L=6.0km

ダ ム

65ﾐﾘ

改修延
長

L=0.2km

費用 1億円

合計（費用） 108＋α億円

凡例（河道）

65ﾐﾘ改修区間

堤防補強区間

ダムで対応

改修不要

その他河川

堤防補強
Ｌ＝4.0km

ケース①対策後、下流区間でＨＷＬから天端までの
堤防補強を実施

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強〕〕〕〕

河川改修河川改修河川改修河川改修 ＋＋＋＋ ダムダムダムダム （（（（65ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）））） ＋＋＋＋ 下流堤防補強下流堤防補強下流堤防補強下流堤防補強
参考参考参考参考

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース



槇尾川の治水手法の検討

8

50ﾐﾘ対策河床高

65ﾐﾘ対策河床高

中下流部中下流部中下流部中下流部のののの河床掘削深河床掘削深河床掘削深河床掘削深のののの比較比較比較比較

50ﾐﾘ対策河床高

65ﾐﾘ対策河床高

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強】】】】 【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強】】】】

掘削深掘削深掘削深掘削深 ６０６０６０６０～～～～８０８０８０８０ｃｍｃｍｃｍｃｍ 掘削深掘削深掘削深掘削深 ２０２０２０２０～～～～３０３０３０３０ｃｍｃｍｃｍｃｍ

４０４０４０４０～～～～５０５０５０５０ｃｍｃｍｃｍｃｍ掘削深掘削深掘削深掘削深のののの差差差差

中下流

L=6.0km

中下流

L=0.7km

掘削区間掘削区間掘削区間掘削区間
（（（（kmkmkmkm））））

河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム＋＋＋＋堤防堤防堤防堤防
補強補強補強補強

河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修
＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強



槇尾川ダム建設予定地周辺における
自然環境保全対策について



槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム周辺周辺周辺周辺におけるにおけるにおけるにおける自然環境保全対策自然環境保全対策自然環境保全対策自然環境保全対策についてについてについてについて

槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画（（（（案案案案））））のののの作成作成作成作成槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画（（（（案案案案））））のののの作成作成作成作成槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画（（（（案案案案））））のののの作成作成作成作成

槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成19年年年年1月月月月））））槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成1919年年年年年年年年11月月月月））））月月月月））））

槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全

対策検討委員会対策検討委員会対策検討委員会対策検討委員会でのでのでのでの助言助言助言助言
府民意見府民意見府民意見府民意見のののの募集募集募集募集

〔〔〔〔これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経過経過経過経過〕〕〕〕

自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全にににに関関関関するするするする基本方針基本方針基本方針基本方針のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成12年年年年12月月月月））））自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全にににに関関関関するするするする基本方針基本方針基本方針基本方針のののの策定策定策定策定（（（（平成平成平成平成12年年年年12月月月月））））

●●●●槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全検討会自然環境保全検討会自然環境保全検討会自然環境保全検討会のののの設置設置設置設置（（（（平成平成平成平成12年年年年5月月月月））））

●●●●槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全対策検討委員会自然環境保全対策検討委員会自然環境保全対策検討委員会自然環境保全対策検討委員会のののの設置設置設置設置（（（（平成平成平成平成17年年年年1月月月月））））

調査結果調査結果調査結果調査結果のののの公表公表公表公表
・・・・「「「「槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム地域地域地域地域のののの自然自然自然自然」（」（」（」（平成平成平成平成11年年年年3月月月月））））
・・・・「「「「続続続続・・・・槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム地域地域地域地域のののの自然自然自然自然」（」（」（」（平成平成平成平成16年年年年10月月月月））））

●●●●自然環境調査自然環境調査自然環境調査自然環境調査（（（（平成平成平成平成４４４４年度年度年度年度～）～）～）～）



槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム建設予定地周辺建設予定地周辺建設予定地周辺建設予定地周辺のののの自然環境自然環境自然環境自然環境についてについてについてについて

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの自然環境調査自然環境調査自然環境調査自然環境調査によりによりによりにより確認確認確認確認されたされたされたされた植生分布植生分布植生分布植生分布およびおよびおよびおよび確認確認確認確認されたされたされたされた生物生物生物生物をををを示示示示すすすす。。。。

■■■■植生分布図植生分布図植生分布図植生分布図 ■■■■槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム周辺周辺周辺周辺でででで確認確認確認確認されたされたされたされた主主主主なななな種種種種



■■■■自然環境調査結果自然環境調査結果自然環境調査結果自然環境調査結果をををを基基基基にににに「「「「保全対策保全対策保全対策保全対策のののの基本方針基本方針基本方針基本方針」」」」をををを公表公表公表公表（（（（平成平成平成平成12121212年年年年2222月月月月））））

＜＜＜＜基本理念基本理念基本理念基本理念＞＞＞＞
・・・・地域地域地域地域にににに特徴的特徴的特徴的特徴的なななな生態系生態系生態系生態系のののの保全保全保全保全とととと回復回復回復回復をををを目標目標目標目標のののの中心中心中心中心とするとするとするとする
・・・・地域地域地域地域のののの潜在的潜在的潜在的潜在的なななな回復力回復力回復力回復力をををを手助手助手助手助けするけするけするけする
・・・・保全保全保全保全やややや回復状況回復状況回復状況回復状況のののの評価評価評価評価はははは10101010年年年年、、、、20202020年単位年単位年単位年単位でででで行行行行うううう
・・・・検討検討検討検討やややや対策対策対策対策についてはについてはについてはについては状況状況状況状況をみながらをみながらをみながらをみながら柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応するするするする

＜＜＜＜保全対象保全対象保全対象保全対象のののの選定選定選定選定＞＞＞＞
①①①①森林生態系森林生態系森林生態系森林生態系 ②②②②渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流生態系渓流生態系渓流生態系渓流生態系 ③③③③湿地生態系湿地生態系湿地生態系湿地生態系

■■■■自然環境調査結果自然環境調査結果自然環境調査結果自然環境調査結果をををを基基基基にににに■■■■自然環境調査結果自然環境調査結果自然環境調査結果自然環境調査結果をををを基基基基にににに「「「「保全対策保全対策保全対策保全対策のののの基本方針基本方針基本方針基本方針」」」」「「「「保全対策保全対策保全対策保全対策のののの基本方針基本方針基本方針基本方針」」」」をををを公表公表公表公表（（（（平成平成平成平成をををを公表公表公表公表（（（（平成平成平成平成1212121212121212年年年年年年年年22222222月月月月））））月月月月））））

＜＜＜＜基本理念基本理念基本理念基本理念＞＞＞＞
・・・・地域地域地域地域にににに特徴的特徴的特徴的特徴的なななな生態系生態系生態系生態系のののの保全保全保全保全とととと回復回復回復回復をををを目標目標目標目標のののの中心中心中心中心とするとするとするとする
・・・・地域地域地域地域のののの潜在的潜在的潜在的潜在的なななな回復力回復力回復力回復力をををを手助手助手助手助けするけするけするけする
・・・・保全保全保全保全やややや回復状況回復状況回復状況回復状況のののの評価評価評価評価はははは10101010年年年年、、、、20202020年単位年単位年単位年単位でででで行行行行うううう
・・・・検討検討検討検討やややや対策対策対策対策についてはについてはについてはについては状況状況状況状況をみながらをみながらをみながらをみながら柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応するするするする

＜＜＜＜保全対象保全対象保全対象保全対象のののの選定選定選定選定＞＞＞＞
①①①①森林生態系森林生態系森林生態系森林生態系 ②②②②渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流生態系渓流生態系渓流生態系渓流生態系 ③③③③湿地生態系湿地生態系湿地生態系湿地生態系

槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの概要概要概要概要

■■■■自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの作成作成作成作成（（（（平成平成平成平成19191919年年年年1111月月月月））））

●●●●上記上記上記上記３３３３つのつのつのつの保全対策保全対策保全対策保全対策ごとにごとにごとにごとにダムダムダムダム建設建設建設建設によるによるによるによる影響予測影響予測影響予測影響予測をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、具体的具体的具体的具体的なななな保全対策保全対策保全対策保全対策
をとりまとめをとりまとめをとりまとめをとりまとめ。。。。
●●●●基本理念基本理念基本理念基本理念にににに新新新新たにたにたにたに下記下記下記下記のののの項目項目項目項目をををを追加追加追加追加。。。。
・・・・検討検討検討検討やややや対策対策対策対策のののの実施実施実施実施についてはについてはについてはについては、、、、可能可能可能可能なななな限限限限りりりり「「「「府民府民府民府民とととと協働協働協働協働」」」」してしてしてして行行行行うううう。。。。

■■■■自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの作成作成作成作成（（（（平成平成平成平成■■■■自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの作成作成作成作成（（（（平成平成平成平成1919191919191919年年年年年年年年11111111月月月月））））月月月月））））

●●●●上記上記上記上記３３３３つのつのつのつの保全対策保全対策保全対策保全対策ごとにごとにごとにごとにダムダムダムダム建設建設建設建設によるによるによるによる影響予測影響予測影響予測影響予測をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、具体的具体的具体的具体的なななな保全対策保全対策保全対策保全対策
をとりまとめをとりまとめをとりまとめをとりまとめ。。。。
●●●●基本理念基本理念基本理念基本理念にににに新新新新たにたにたにたに下記下記下記下記のののの項目項目項目項目をををを追加追加追加追加。。。。
・・・・検討検討検討検討やややや対策対策対策対策のののの実施実施実施実施についてはについてはについてはについては、、、、可能可能可能可能なななな限限限限りりりり「「「「府民府民府民府民とととと協働協働協働協働」」」」してしてしてして行行行行うううう。。。。



◎◎◎◎生態系生態系生態系生態系ごとのごとのごとのごとの保全計画保全計画保全計画保全計画

■■■■森林生態系森林生態系森林生態系森林生態系■■■■森林生態系森林生態系森林生態系森林生態系■■■■森林生態系森林生態系森林生態系森林生態系

■■■■渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流生態系渓流生態系渓流生態系渓流生態系■■■■渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流生態系渓流生態系渓流生態系渓流生態系■■■■渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流生態系渓流生態系渓流生態系渓流生態系

槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画のののの概要概要概要概要

森林生態系森林生態系森林生態系森林生態系へのへのへのへのダムダムダムダム建設建設建設建設のののの影響影響影響影響はははは、、、、直接的直接的直接的直接的にににに現存植生現存植生現存植生現存植生がががが
一度消失一度消失一度消失一度消失することであるすることであるすることであるすることである。。。。しかししかししかししかし、、、、工事用仮設道路工事用仮設道路工事用仮設道路工事用仮設道路、、、、法面法面法面法面、、、、
サーチャージサーチャージサーチャージサーチャージ区間区間区間区間のののの植生植生植生植生はははは一旦失一旦失一旦失一旦失われるがわれるがわれるがわれるが、、、、ダムダムダムダム完成後完成後完成後完成後にはにはにはには
回復可能回復可能回復可能回復可能でありでありでありであり、、、、特特特特ににににサーチャージサーチャージサーチャージサーチャージ区間区間区間区間はははは長期的長期的長期的長期的にににに見見見見ればればればれば、、、、
現存植生以上現存植生以上現存植生以上現存植生以上にににに質質質質のののの高高高高いいいい植生植生植生植生にににに回復回復回復回復させることもさせることもさせることもさせることも可能可能可能可能でありでありでありであり、、、、
保全対策保全対策保全対策保全対策をををを検討検討検討検討したしたしたした。。。。

ダムダムダムダム建設建設建設建設によってによってによってによって止水環境止水環境止水環境止水環境となるとなるとなるとなる常時湛水域常時湛水域常時湛水域常時湛水域はははは、、、、渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流渓流渓流渓流
のののの生生生生きききき物物物物にとってにとってにとってにとって致命的致命的致命的致命的とととと考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。サーチャージサーチャージサーチャージサーチャージ水位以下水位以下水位以下水位以下
であってもであってもであってもであっても、、、、森林伐採森林伐採森林伐採森林伐採やややや試験湛水試験湛水試験湛水試験湛水などのなどのなどのなどの影響影響影響影響はははは避避避避けられないけられないけられないけられない。。。。
またまたまたまた、、、、ダムダムダムダム本体下流本体下流本体下流本体下流でもでもでもでも、、、、工事中工事中工事中工事中のののの土砂土砂土砂土砂やややや濁水濁水濁水濁水のののの流出流出流出流出、、、、完成完成完成完成
後後後後のののの水質水質水質水質・・・・水温水温水温水温のののの変化変化変化変化やややや上流域上流域上流域上流域とのとのとのとの分断分断分断分断などのなどのなどのなどの影響影響影響影響がががが考考考考えらえらえらえら
れるれるれるれる。。。。
ダムダムダムダム事業地内事業地内事業地内事業地内でででで生息生息生息生息がががが確認確認確認確認されたされたされたされたカジカガエルカジカガエルカジカガエルカジカガエルをををを渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流渓流渓流渓流
生態系生態系生態系生態系のののの指標指標指標指標としてとしてとしてとして、、、、保全対策保全対策保全対策保全対策をををを検討検討検討検討したしたしたした。。。。

■■■■湿地生態系湿地生態系湿地生態系湿地生態系■■■■湿地生態系湿地生態系湿地生態系湿地生態系■■■■湿地生態系湿地生態系湿地生態系湿地生態系

ダムダムダムダム地域地域地域地域のののの湿地湿地湿地湿地はははは二次的二次的二次的二次的なものとはなものとはなものとはなものとは
いえいえいえいえ、、、、地域地域地域地域のののの底生動物底生動物底生動物底生動物やややや昆虫類昆虫類昆虫類昆虫類のののの多様多様多様多様
性性性性のののの保全保全保全保全にとってにとってにとってにとって重要重要重要重要なななな存在存在存在存在であるがであるがであるがであるが、、、、
試験湛水試験湛水試験湛水試験湛水によってによってによってによって冬季冬季冬季冬季をををを中心中心中心中心にににに一時的一時的一時的一時的
にににに水没水没水没水没することはすることはすることはすることは避避避避けられないけられないけられないけられない。。。。
そこでそこでそこでそこで試験湛水試験湛水試験湛水試験湛水にににに先立先立先立先立ちちちち、、、、植物植物植物植物、、、、底生底生底生底生
動物動物動物動物、、、、昆虫昆虫昆虫昆虫やややや土壌微生物土壌微生物土壌微生物土壌微生物などをなどをなどをなどを含含含含むむむむ湿湿湿湿
地地地地をををを土土土土ごとごとごとごと仮移植仮移植仮移植仮移植してしてしてして保存保存保存保存するするするする。。。。事業事業事業事業のののの
完成後完成後完成後完成後にににに立地立地立地立地のののの水分条件水分条件水分条件水分条件をををを整備整備整備整備したしたしたした上上上上
でででで保保保保存存存存しておいたしておいたしておいたしておいた湿地湿地湿地湿地をををを元元元元のののの土地土地土地土地にににに戻戻戻戻しししし、、、、
それをそれをそれをそれを核核核核としてとしてとしてとして新新新新たなたなたなたな湿地湿地湿地湿地をををを再生再生再生再生するするするする
代償措置代償措置代償措置代償措置をををを実施実施実施実施することにしたすることにしたすることにしたすることにした。。。。

試験湛水：ダムが完成し通常の管理に移行する前に最高水位以下の範囲で貯水位を上昇・下降させ、安全を確認するもの。



槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画

○○○○森林生態系森林生態系森林生態系森林生態系のののの保全計画保全計画保全計画保全計画

ex.植生転換植生転換植生転換植生転換ex.植生転換植生転換植生転換植生転換

サーチャージサーチャージサーチャージサーチャージ区間区間区間区間のののの約約約約63%はははは植林植林植林植林ですがですがですがですが、、、、

ダムダムダムダム完成後完成後完成後完成後はこれをはこれをはこれをはこれを自然生自然生自然生自然生のののの二次林二次林二次林二次林にににに

転換転換転換転換しししし、、、、地域本来地域本来地域本来地域本来のののの自然林自然林自然林自然林へのへのへのへの遷移過遷移過遷移過遷移過

程程程程にににに乗乗乗乗せることによってせることによってせることによってせることによって、、、、哺乳類哺乳類哺乳類哺乳類、、、、鳥類鳥類鳥類鳥類、、、、

昆虫類昆虫類昆虫類昆虫類などにとってはなどにとってはなどにとってはなどにとっては今今今今よりよりよりより利用価値利用価値利用価値利用価値のののの

高高高高いいいい生息環境生息環境生息環境生息環境をををを復元復元復元復元しますしますしますします

（（（（植生転換植生転換植生転換植生転換ののののイメージイメージイメージイメージ図図図図）。）。）。）。

ex.設計設計設計設計のののの配慮配慮配慮配慮

建設工事建設工事建設工事建設工事のののの配慮配慮配慮配慮、、、、
集水域集水域集水域集水域のののの植生管理等植生管理等植生管理等植生管理等

ex.設計設計設計設計のののの配慮配慮配慮配慮

建設工事建設工事建設工事建設工事のののの配慮配慮配慮配慮、、、、
集水域集水域集水域集水域のののの植生管理等植生管理等植生管理等植生管理等



槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画

○○○○渓谷渓谷渓谷渓谷・・・・渓流生態系渓流生態系渓流生態系渓流生態系のののの保全計画保全計画保全計画保全計画

ex.工事中工事中工事中工事中のののの土砂流出土砂流出土砂流出土砂流出やややや濁水濁水濁水濁水のののの防止防止防止防止ex.工事中工事中工事中工事中のののの土砂流出土砂流出土砂流出土砂流出やややや濁水濁水濁水濁水のののの防止防止防止防止

工事中工事中工事中工事中はははは、、、、土砂土砂土砂土砂をををを下流下流下流下流へへへへ流出流出流出流出しないようにしないようにしないようにしないように、、、、工事工事工事工事をををを
慎重慎重慎重慎重にににに施工施工施工施工するようにするようにするようにするように配慮配慮配慮配慮しますしますしますします。。。。またまたまたまた工事中工事中工事中工事中のののの濁濁濁濁
水水水水についてはについてはについてはについては適切適切適切適切なななな処理処理処理処理システムシステムシステムシステムをををを導入導入導入導入するなどするなどするなどするなど水水水水
質質質質のののの安全安全安全安全をををを検討検討検討検討しますしますしますします。。。。

ex.設計設計設計設計のののの配慮配慮配慮配慮ex.設計設計設計設計のののの配慮配慮配慮配慮

道路道路道路道路ルートルートルートルートのののの変更変更変更変更はははは、、、、照葉樹二次林照葉樹二次林照葉樹二次林照葉樹二次林をををを避避避避けるだけけるだけけるだけけるだけ
でなくでなくでなくでなく、、、、常時満水位常時満水位常時満水位常時満水位よりよりよりより上流上流上流上流ののののカジカガエルカジカガエルカジカガエルカジカガエル生息環境生息環境生息環境生息環境
へのへのへのへの影響影響影響影響をををを回避回避回避回避しましたしましたしましたしました。。。。

ex.自然素材自然素材自然素材自然素材をををを用用用用いたいたいたいた河床再生河床再生河床再生河床再生ex.自然素材自然素材自然素材自然素材をををを用用用用いたいたいたいた河床再生河床再生河床再生河床再生

（（（（和泉市槇尾山町和泉市槇尾山町和泉市槇尾山町和泉市槇尾山町））））



槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画

○○○○湿地生態系湿地生態系湿地生態系湿地生態系のののの保全計画保全計画保全計画保全計画

ex.湿地湿地湿地湿地のののの仮移植仮移植仮移植仮移植とととと再生再生再生再生ex.湿地湿地湿地湿地のののの仮移植仮移植仮移植仮移植とととと再生再生再生再生

①①①①仮移植仮移植仮移植仮移植
底生生物底生生物底生生物底生生物やややや水生昆虫水生昆虫水生昆虫水生昆虫はははは湿地表面湿地表面湿地表面湿地表面にににに生息生息生息生息しているしているしているしている種種種種がががが多多多多いのでいのでいのでいので、、、、地表地表地表地表からからからから10cm程度程度程度程度をををを角角角角スコップスコップスコップスコップででででブロックブロックブロックブロック状状状状

にににに切切切切りとってりとってりとってりとって仮置仮置仮置仮置きききき場場場場にににに移動移動移動移動するするするする。。。。

②②②②仮置仮置仮置仮置きききき場場場場のののの選定選定選定選定
切切切切りとったりとったりとったりとった表土表土表土表土がががが乾燥乾燥乾燥乾燥しないようしないようしないようしないよう、、、、十分十分十分十分なななな水分条件水分条件水分条件水分条件がががが維持維持維持維持されるされるされるされる場所場所場所場所にににに設設設設けるけるけるける。。。。

③③③③保保保保 存存存存
保存期間保存期間保存期間保存期間はははは試験湛水試験湛水試験湛水試験湛水でででで水没水没水没水没するおよそするおよそするおよそするおよそ110日程度日程度日程度日程度でありでありでありであり、、、、

保存期間中保存期間中保存期間中保存期間中はははは水分条件水分条件水分条件水分条件をををを維持維持維持維持するするするする。。。。

④④④④再移植再移植再移植再移植
試験湛水後試験湛水後試験湛水後試験湛水後にににに、、、、土砂土砂土砂土砂がががが堆積堆積堆積堆積していればしていればしていればしていれば少少少少しししし掘掘掘掘りりりり下下下下げるなどげるなどげるなどげるなど、、、、
立地立地立地立地のののの水分条件水分条件水分条件水分条件をををを整備整備整備整備したしたしたした上上上上でででで再移植再移植再移植再移植をををを行行行行うううう。。。。

⑤⑤⑤⑤移植後移植後移植後移植後のののの管理管理管理管理
湿地湿地湿地湿地のののの回復後回復後回復後回復後、、、、周囲周囲周囲周囲のののの植生管理植生管理植生管理植生管理によるによるによるによる開放的空間開放的空間開放的空間開放的空間のののの維持維持維持維持
をををを目的目的目的目的としたとしたとしたとした管理管理管理管理をををを、、、、大阪府大阪府大阪府大阪府、、、、和泉市和泉市和泉市和泉市、、、、地元住民等地元住民等地元住民等地元住民等とのとのとのとの協働協働協働協働
によるによるによるによる継続継続継続継続したしたしたした管理管理管理管理をををを検討検討検討検討するするするする。。。。



〔〔〔〔自然環境保全への取り組み事例〕〕〕〕

＜＜＜＜カジカガエルカジカガエルカジカガエルカジカガエルのののの追跡調査追跡調査追跡調査追跡調査＞＞＞＞

＜＜＜＜職員職員職員職員によるによるによるによる自生自生自生自生サクラサクラサクラサクラのののの育苗実験育苗実験育苗実験育苗実験＞＞＞＞

2004200420042004....9999

2006200620062006....10101010

2007.92007.92007.92007.9

2008.92008.92008.92008.9
＜＜＜＜ダムダムダムダム事業地事業地事業地事業地のののの植生回復実験植生回復実験植生回復実験植生回復実験＞＞＞＞

2004200420042004....9999 2008.92008.92008.92008.9

＜＜＜＜森林表土森林表土森林表土森林表土のまきだしのまきだしのまきだしのまきだし実験実験実験実験＞＞＞＞



○槇尾川ダム自然環境保全計画の今後の取組み内容（案）

■■■■府民府民府民府民へのへのへのへのPR等等等等についてについてについてについて

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの調査結果調査結果調査結果調査結果をををを基基基基にににに、「、「、「、「槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム地域地域地域地域のののの自然自然自然自然ガイドガイドガイドガイド」」」」をををを発行発行発行発行。。。。
自然観察会自然観察会自然観察会自然観察会などのなどのなどのなどのイベントイベントイベントイベントをををを通通通通じてじてじてじて、「、「、「、「槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダム自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画自然環境保全計画」」」」
のののの考考考考ええええ方方方方などについてなどについてなどについてなどについてPRをををを進進進進めるめるめるめる。。。。

■渓谷・渓流生態系
・上流部の三面張り構造の改善
・工事濁水処理システムの導入
・選択取水施設の設置
・河床構造を復元 他

■湿地生態系
・湿地の仮移植・保存
・湿地の植え戻し・復元

■森林生態系
・環境調査（継続）

・板柵等による斜面への土砂留め、表土採取
・森林表土の吹付け
・自生サクラの育苗 他

【【【【工事中工事中工事中工事中・・・・試験湛水中試験湛水中試験湛水中試験湛水中】】】】

■渓谷・渓流生態系
・事後モニタリング
・選択取水施設の運用改善

■湿地生態系
・事後モニタリング

■森林生態系
・事後モニタリング

・森林所有者、ボランティア等と協働による
集水域の植生管理、間伐等の実施
・地域協働やイベント等による自生サクラ育苗、
植樹、どんぐりまき等の実施

【【【【工事後工事後工事後工事後】】】】

今後今後今後今後、、、、委員会委員会委員会委員会やややや地元市等地元市等地元市等地元市等とととと調整調整調整調整しながらしながらしながらしながら、、、、具体化具体化具体化具体化してしてしてして実施実施実施実施するするするする今後今後今後今後、、、、委員会委員会委員会委員会やややや地元市等地元市等地元市等地元市等とととと調整調整調整調整しながらしながらしながらしながら、、、、具体化具体化具体化具体化してしてしてして実施実施実施実施するするするする



○○○○環境環境環境環境コストコストコストコストのののの考考考考ええええ方方方方についてについてについてについて

①環境への配慮事項を定性的に表記

②工事費用に含まれる環境対策費用をコストとして算出

※公共事業に関する環境面への影響については、定性的確認とするが、定量的指標に

ついては今後の検討課題とする。

【槇尾川治水手法比較にあたっての環境コストの考え方について】

①①①①河川改修河川改修河川改修河川改修事業事業事業事業のののの環境環境環境環境へのへのへのへの影響影響影響影響ととととダムダムダムダム事業事業事業事業がががが与与与与えるえるえるえる環境環境環境環境へのへのへのへの影響影響影響影響をををを比較比較比較比較
（ダム事業により失われる環境と創出される環境（代償手法等）の両方の配慮事項を記述）

②②②②ダムダムダムダム事業費事業費事業費事業費のののの中中中中にににに含含含含まれるまれるまれるまれる環境対策環境対策環境対策環境対策費用費用費用費用ををををコストコストコストコストとしてとしてとしてとして算出算出算出算出 （（（（約約約約６６６６．．．．４４４４億円億円億円億円））））
③③③③事業完成後事業完成後事業完成後事業完成後のののの環境対策費環境対策費環境対策費環境対策費はははは維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費のののの中中中中からからからから創出創出創出創出

槇尾川槇尾川槇尾川槇尾川ダムダムダムダムにおけるにおけるにおけるにおける環境環境環境環境コストコストコストコストについてについてについてについて



環境コストについて

①1.9ha程度森林の消失

軽減
①左岸道路のルート変更を行い、現存する二次林への影響
回避や植生改変面積を最小化

①工事用道路のルートは、二次林に影響のない区域を選定

①②③道路法面の植生※（森林表土の吹付け、まきだし 等）

①森林の消失
（常時満水位での水没：5.4ha）

②生物生息域の減少

③生物採餌場の消失

貯水池の
影響

※）約３．４億円（事業費に
含む）

①濁水処理工※による水質保全対策

②選択取水施設※により、放流水の水温を流入水と同程度に
調節。上流から流入する生活排水は、和泉市と協議しながら
その対策を推進し、水質の改善・保全を行う。

③下流河川の現状把握と小洪水の場合の土砂流出を検討

④ダム本体上下流の生態系への影響をできるだけ緩和する
ため、上流部の三面張り構造の改善、河床構造の復元など
の対策を検討

①工事期間中の濁水発生

②下流放流水の悪化

③下流の河床低下（下流河川への土砂
供給がなくなり、河床低下が想定される）

④河川の連続性の喪失（ダムにより上流、
下流が分断）

ダムによる

影響

約３億円（事業費に含む）①猛禽類・カジカガエル等の動植物生息環境・生息調査、

水質・水温調査、環境保全対策検討等

①ダム建設前後の環境影響の把握調査

約０．２億円/年

（箕面川ダム維持管理実
績）

①和泉市及び関係機関、地元住民などと連携協働し、保全対
策を検討することを重点に、生態系ごと（森林生態系、湿地生
態系 等）のモニタリングを実施

②和泉市・地元住民などと連携し、広報・宣伝に努めるととも
に、不法投棄されにくいような対策を実施

①ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ対応

②不法投棄等

維持管理

①500ｍ2程度

②4.6ha植生回復

①②湛水期間の短縮

①生態系の生き物に適した湿地の復元※（湛水前に植物、底
生動物、昆虫や土壌微生物などを含む湿地を土ごと仮移植し、
事業完成後に戻し復元）

②植生の回復※（自然生二次林などは伐採せずに保全し、生
き残りを図る）

①ｻｰﾁｬｰｼﾞ区間の湿地の消失（長期間
湛水すれば、湿地に生息する動物に影
響を及ぼす可能性がある）

②ｻｰﾁｬｰｼﾞ区間の植栽への影響
（4.6ha）（長期間湛水すれば、植物に影

響を及ぼす可能性がある）

試験湛水
の影響

費用と効果対策環境影響項目

サーチャージ水位：洪水時にダムが洪水調節をして貯留する際の最高水位。

サーチャージ区間：常時満水位とサーチャージ水位の間の区間

試験湛水：ダムが完成し通常の管理に移行する前に最高水位以下の範囲で貯水位を上昇・下降させ、安全を確認するもの。



槇尾川における
多自然川づくりの事例



◆経過
○H2：「多自然型川づくりの推進について」
⇒河川が本来有している生物の生息・生育環境に配慮し、あわせて美しい自然環境を保全あ
るいは創出する川づくりの開始。

○H9：河川法改正（今までの河川法の目的である治水、利水に加えて河川環境の保全が明確化）
⇒河川砂防技術基準（案）において、「河道は多自然型川づくりを基本として計画する」ことが
位置付けられ、現在では可能な場合は、多自然川づくりがすべての河川において実施され
ている。

自然環境自然環境自然環境自然環境のののの保全保全保全保全 水制工水制工水制工水制工によるによるによるによる瀬瀬瀬瀬とととと淵淵淵淵のののの創出創出創出創出 旧護岸旧護岸旧護岸旧護岸のののの存置存置存置存置・・・・多段式落差工多段式落差工多段式落差工多段式落差工

天天天天 野野野野 川川川川

多自然川づくりとは

穂穂穂穂 谷谷谷谷 川川川川

松松松松 尾尾尾尾 川川川川

木木木木 野野野野 川川川川

東東東東 川川川川

西西西西 除除除除 川川川川



環境面環境面環境面環境面でのでのでのでの工夫事例工夫事例工夫事例工夫事例【【【【河畔林河畔林河畔林河畔林保全保全保全保全・・・・隠隠隠隠しししし護岸護岸護岸護岸】】】】環境面環境面環境面環境面でのでのでのでの工夫事例工夫事例工夫事例工夫事例【【【【河畔林河畔林河畔林河畔林保全保全保全保全・・・・隠隠隠隠しししし護岸護岸護岸護岸】】】】

横断図

河畔林河畔林河畔林河畔林のののの保全保全保全保全

自然度の高い河
川環境を創出

H.W.L

河畔林河畔林河畔林河畔林のののの保全保全保全保全

隠隠隠隠しししし護岸護岸護岸護岸
護岸工護岸工護岸工護岸工（（（（隠隠隠隠しししし護岸護岸護岸護岸））））

親水性の高い緩勾配とし、掘削土を覆土に
用いて植生を回復

掘削工掘削工掘削工掘削工

現況の澪筋を活かした
水際環境の保全


